
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 37 号（2015 年 3 月 20 日）
要である。
　地域性を生かした教育課程の編成の工夫改
善・学校評価を進めるとともに，学校全体の取
り組みとして計画的・体系的・継続的・安定的
な取り組みが求められる。
（２）人間的ふれあいの重要性
　特別活動を十分に展開するためには，学校が
家庭や地域・社会，企業，経済団体・職能団体
等の関係機関，ＮＰＯ等と連携することが不可
欠である。このように，学校と様々な人がパー
トナーシップを発揮して，互いにそれぞれの役
割を認識し，一体となった取組を進めることが
ますます重要となる。
（３）他教科・領域との有効的な関わり
　生徒の発達の段階を踏まえて，特別活動で育
てられる力が，教科等の学習にどのように生か
されていくのか，教科等の学習で育てられる力
が，特別活動にどのように生かされていくの
か，という相互補足的，相互還流的な関係を踏
まえた指導計画の作成と実践が求められる。
（４）特別活動実践の課題
①特別活動の運営の特殊性は，教科指導と比
較して全校職員が共通理解に基づく協働歩
調が必要である。
②特別活動は，道徳的実践を効果的に展開で
きる重要な場や機会であることを積極的に
生かす工夫が必要である。
③教師一人一人が学級・教科の枠を超えて，
全校の生徒に対し教育的責任を負うという
意識の確立が必要である。
（５）学校内外での連携協働について
　教員は，様々な課題に対する組織的対応の必
要性を適切に理解するとともに，組織の一員と
しての経営参画意識や保護者・地域社会との連
携など，自らの役割と関連付けながら理解して
いく必要がある。
２　学校・家庭・地域の自発性と独自性
（１）学校の組織づくり
　学校を基軸として，「地域の生徒は地域で育
てる」という意識の元に学校・家庭・地域の人々
が一体となって生徒を指導・支援していく学校
の組織づくりをめざすことが重要である。 
（２）学校・家庭・地域の協働の自覚と意識
　生徒たちの「生きる力」を育むためには，学
校・家庭・地域が今までの「連携」という考え
方から一歩踏み出して，それぞれの教育機能や
活動，思いを融合させ繋ぎ合わせ協働していく
ことが重要である。 
　これを達成するため，学校では特別活動や地
域行事等の中で「多様な学習」による「学び合
い」と「人とのふれあい」「かかわり合い」が
重要である。
　学校・家庭・地域三者の「協働（分担と協力）
の自覚と意識」が求められる。
３　いい学校を創る
　学校・家庭・地域が連携・協働して「いい学
校」を創り出すという発想が必要である。
　現在，家族間や地域社会の繋がりが希薄にな
り，子育の伝統的な力も弱まっている。
学校・家庭・地域がコミュニケーションを図り，
そのツールを利用することで現代に相応しい
様々なネットワークを立ち上げ，授業や地域行
事を介して学校・家庭・地域の繋がりを創り直
すことが必要である。
　特別活動・総合的な学習の時間等の授業や諸
活動において家庭・地域との連携・協働を図り
ネットワーク活動を推進することにより，学校
が地域コミュニティ形成の拠点となり「いい学
校」をみんなで創るとういう機運が高まる。
学校・家庭・地域が生徒に「生きる力」を育成
することを目標に，「いい学校」を創るために，
共に知恵と力を出し合い，共にいい汗をかきな
がら協働することで，「いい学校」が創造できる。
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